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横浜市  公共空間の活性化について

これまでの取り組みは
こちらから

AP R I L .  2 0 2 3

か ん な い 、 い か な い ？ v o l . 2

-社会実験「みっけるみなぶん２」

-社会実験「大通り公園に、よりみちしよう。」

-関内えきちか広場活用イベント

- K A N - K A N  S Q U A R E  P R O J E C T 2 0 2 2

- 関内えきちか未来 P J  エリアマネジメント勉強会

関内えきちか未来プロジェクトとは・・

関内駅周辺エリアにおいて、新たに創出される公共空間や既存の公共
空間も含めて、このエリアに関わる方々が思い描く「これからの関内
駅前のパブリックスペースの”使い方 ”」を実践しながら、より良い都市
空間を創出するための議論をしていくプロジェクトです。

かんない、いかない？ v o l . 2
〈編集・イラスト〉オンデザイン  © Haruka Nakamura 
〈写真〉「大通り公園に、よりみちしよう。」「みっけるみなぶん2」「ハマウェル」
「BA L L P A R K F A N T A S I A  -昼の部」  © Koj i  Tsuchiya 
「大通り公園に、よりみちしよう」 (絵どうろう・旧市庁舎仮囲いアート )  © Hiroshi Teshima
「B A L L P A R K  F A N T A S I A  -夜の部」  写真提供：株式会社ディー・エヌ・エー
「関東学院大学イルミネーション」写真提供：関東学院大学     
「ヨコハマモルックフェスティバル2 0 2 3」写真提供：公益財団法人横浜市スポーツ協会
「KANN A I  P L A Y  P A R K」写真提供：三菱地所株式会社
「dance for future street -DaBYまちを踊る」©Yul ia Skogoreva　写真提供：Dance Base Yokohama

主催　横浜市都市整備局都心再生課
企画・運営受託者 オンデザイン
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み ん な で

ま ち を た の し も う 。
変わりゆくまちの中で

屋外でも居心地良く過ごしたい

ちょっとよりみちして楽しめる場所があったらいいな

関内駅近くの駅前広場・公園・道路・・etc

まちなかで楽しめる居場所づくり

一緒に考えてみませんか。



関 内 ・ 関 外 を つ な ぐ 公 共 空 間 の こ れ か ら
関内駅の周りにある公共空間を官民で連携して実際に使いながら、より良い都市空間を創出していくための議論をしています。

再開発エリア

市営地下鉄  関 内 駅

J R 関 内 駅

至 JR石川町駅

関東学院大学
横浜関内キャンパス  2 0 2 3 . 4  o p e n
( 教育文化センター跡地活用事業 )

日本大通り

横浜公園

関内えきちか広場

至 JR桜木町駅

関内駅南口広場

みなぶん
(みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路再整備事業 )

大通り公園

横浜武道館  2 0 2 0 . 7  o p e n
( 横浜文化体育館再整備事業 )

横浜 B U N T A I

旧市庁舎街区
活用事業

(横浜文化体育館再整備事業 )

関内駅前
北口地区

関内駅前
港町地区

実験等を実施した
公共空間竣工した物件
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社 会 実 験 「 み っ け る み な ぶ ん 2 」
2 0 2 2 . 9 . 2 6 ( m o n )  -  継 続 中
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道
路
空
間
を
使
っ
て

　
　
　
色
々
試
し
て
み
る

関内・関外の回遊性向上に向けて、 “ み なぶん ” で は道路空間の
再構築や沿道と歩道を一体的に使うことにより、賑わいと魅力ある
道路空間の創出に向けた検討を行っています。今年度は関内駅南口の
歩道空間をどのような場にしたら良いか沿道事業者とワークショップ
を行い、そこで出たアイディアからオリジナルの屋外家具を設置
してひと休みするなどの滞留できるスペースを設け、沿道事業者
と連携したイベントを実施しました。

通 り た く な る
高 架 下 ・ 駅 前 広 場 を
一 緒 に 考 え る



日 常 的 な 憩 い の 場
よ り み ち し て 楽 し め る 高 架 下 空 間

コンテンツ企画協力：  
第 1 段イベント  2 0 2 2 . 1 0 . 2 2 - 2 3  関 東学院大学 / 株式会社電通 / 株式会社 G R A C E
第 2 段 イベント  2 0 2 2 . 1 2 . 5 - 1 1  株 式会社ディー・エヌ・エー / 株式会社横浜スタジアム
番外企画　 2 0 2 3 . 3 . 2 5  オ ンデザイン / D a n c e B a s e Y o k o h a m a / 一 般社団法人ソトノバ / 株式会社横浜スタジアム   

木 陰 で 休 ん だ り 、
ち ょ っ と お し ゃ べ り し た り

ア ウ ト ド ア
ミ ー テ ィ ン グ の 場 所 に

ラ ン チ し た り
ス ト リ ー ト で
演 奏 し て み た り

帰 り 道 に 寄 り 道 で き る
雰 囲 気 の あ る 高 架 下

通 り が か り に
ス ト リ ー ト ダ ン ス
に 出 会 う ！

夜
の
高
架
下
で
の

　
　
楽
し
み
を
み
っ
け
る
！



社 会 実 験 「 大 通 り 公 園 に 、 よ り み ち し よ う 。 」
2 0 2 2 . 1 2 . 9 ( f r i ) - 1 2 . 1 0 ( s a t )
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コ ン テンツ企画協力：  関東学院大学  佐々研究室 , 理 工学部数理・物理コース中嶋研究室 ,
天 文部すばる , 写 真部 / カフェ「 N a t h a n - C o f f e e  1 8 8 4 」 / 世 界のワイン葡萄屋

夜間の公園のあり方を考える社会実験を行いました。クリスマスをイメージした
空間を創出し、近隣店舗による飲食出店や関東学院大学によるものづくり、
天体観測など親子向けのワークショップを行いました。
また、 8区では 2 0 基以上の「絵どうろう」を展示し、普段の公園とは違った幻想的な
空間が作り出され、 2日間とも子どもから大人まで多くの方にご来場いただきました。

夜 の 公 園 の あ り 方 を
　 　 　 　 　 　 考 え て み る

帰 り 道 に ち ょ っ と
お 買 い 物 ！

星
空
を
眺
め
た
り

光
る
ア
イ
テ
ム
で

遊
ん
で
み
た
り

夜 の 公 園 で

も の づ く り を し て み る
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ハ マ ウ ェ ル 2 0 2 2 . 1 2 . 1 - 2 ハマウェル　主催：横浜市都市整備局 企画協力：オンデザイン コンテンツ協力：大林組/Cars tay/神奈川ワーケーションNav i/
Soc ia l  He l thcare  Des ign/光巨プロジェクト/山手総合計画研究所/横浜市スポーツ協会/横浜市中央図書館
ヨコハマモルックフェスティバル2023　 主催：横浜市スポーツ協会/日本ユニバーサルモルック協会
コンテンツ協力：オンデザイン/公益財団法人横浜市緑の協会/広友物産株式会社/広友サービス株式会社/後藤製函株式会社/YMT接骨院/
医大通り東洋鍼灸院・健生堂薬局/大和チキンナゲッツ

KANNAI  PLAY PARK　 主催：三菱地所株式会社  コンテンツ協力：株式会社bi ima/一般社団法人CHIMERA Un ion/
一般社団法人からこそBOX/株式会社オンデザインパートナーズ
協賛：スターツコーポレーション株式会社/株式会社フジタ/株式会社ケン・コーポレーション/東急不動産株式会社

２日間にわたり「ヨコハマモルック
フェスティバル」を開催しました。
誰でも参加できて楽しめるフィンランド
のスポーツ「モルック」の大会や
体験会、廃材を活用したものづくり
ワークショップなどを通じて、関内の
まちに賑わいを作り出しました。

ヨ コ ハ マ モ ル ッ ク
フ ェ ス テ ィ バ ル 2 0 2 3

biima sports parents（親子参加型の子供の
運動能力向上プログラム）、CHIMERA Unionに
よるBMX・ランバイク・スラックライン・
ICONの体験、ハンドドリップコーヒー体験
を行い、親子で楽しめるKANNAI PLAY PARK 
を開催しました。沢山の親子にご参加
いただけました！

KANNA I  P L A Y  P A R K

ま ち な か で ス ポ ー ツ を 楽 し ん だ り 、
親 子 で 滞 在 で き る 居 場 所 づ く り

ウェルビーイング度を測定するコーナーや、ボッチャ体験
・テントやキャンピングカーの屋外ワークスペース・3D
プリンターで制作したサウナ、ハンモックで揺られたり、
焚き火を囲んだりするスペースを設けるなど朝から夜まで
ウェルビーイングを体感できる広場になりました！

2 0 2 3 . 1 . 2 8 - 2 9

2 0 2 3 . 2 . 2 3

これらのイベントは、横浜市が募集したテーマ型共創フロントの採用企画です。

ま
ち
な
か
で
ウ
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ル
ビ
ー
イ
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を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
感
し
て
み
る

焚き火を囲んで
ゆっくり語る夜

コーヒーを飲みながら
焚き火を眺めながら屋外ワーク

ま ち な か の 活 用 実 験
関 内 え き ち か 広 場 に て



日本大通り・横浜公園・横浜スタジアム・旧市庁舎街区仮囲い・関東学院大学・大通り公園

関内駅の東側「関内」と西側「関外」 ( = 〈KAN-KAN 〉 ) を、一体の空間 ( = 〈SQUARE 〉 )
として、これから再開発事業などで生まれ変わっていく関内駅周辺エリアの魅力を
高め、賑わいを創出することを目的としたプロジェクトです。
今年度は、日本大通り・横浜公園・横浜スタジアム・旧市庁舎街区仮囲い・関東学院
大学公開空地・大通り公園を使って、同時期に横浜市とのイベントともコラボし、
まちなかを歩いて楽しめるイルミネーションを中心に実施しました。

2 0 2 2 . 1 2 . 3 - 1 2 . 2 5
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N E W !

K A N - K A N  S Q U A R E  P R O J E C T と は？

主催：KAN-KAN SQUARE PROJECT 実行委員会2022 
( 株 式会社ディー・エヌ・エー , 株式会社横浜スタジアム , 三井不動産株式会社 ( 横浜市旧市庁舎街区活用事業
事業者代表企業 ) , 関東学院大学 , 日本大通り活性化委員会 )  共催：横浜市都市整備局

関
内
・
関
外
の
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
な
か
を
楽
し
む

横浜・関内キャンパス前の大きなクリスマスツリー
を中心としたイルミネーションと、学生が製作した
オ ブ ジ ェ やイ ル ミ ネ ー シ ョ ン で 大 学 エ ン ト ラ ン ス
から公園まで華やかにクリスマスを演出しました。

J R関内駅南口では、「横浜市旧市庁舎街区活用
事 業 」 が 2 0 2 2 年 7 月 よ り 着 工 し て い ま す 。
この仮囲いを活用し、「IKKI」KOMESENNIN×KAC
のユニットによるアート掲示とライトアップ
を行いました。

横 浜 市 旧 市 庁 舎 仮 囲 い ア ー ト /
ラ イ ト ア ッ プ

ライトアップ &
ストリートで演奏会！

関 東 学 院 大 学 ク リ ス マ ス ・
イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

夜 に 歩 い て 楽 し め る
仕 掛 け を つ く る

「terask i 」
制作：関東学院大学
建築・環境学部酒谷研究室



ス タ ジ ア ム の 通 路 を
パ フ ォ ー マ ン ス の 場 所 と し て 使 っ て み る

通りがかりの人も

巻き込まれてのダ
ンス！

2023.3.25(sat)

昼
も
夜
も
ス
タ
ジ
ア
ム
で
も
ま
ち
な
か
で
も
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ア
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

プロ野球のオフシーズンの施設・公園の活用および将来的な
関内・関外エリアの賑わいづくりの起点となることを目指し、
2 0 2 0 年からスタートした取り組みです。
今年度は、KAN-KAN SQUARE PROJECT2022 の一環で、「光と音楽」
をテーマに昼も夜も楽しめるコンテンツを充実させ、一日を
通して楽しめるエンターテイメント空間を作り出しました。

番外企画

主催：オンデザイン / D a n c e B a s e Y o k o h a m a / 一般社団法人ソトノバ

第 3 回「 B A L L P A R K  F A N T A S I A  
　 　　　　 s u p p o r t e d  b y  B i l l b o a r d  L i v e  Y O K O H A M A 」

d a n c e  f o r  f u t u r e  s t r e e t
　 　 　 D a B Y ま ち を 踊 る

みっけるみなぶん2とスタジアムの回遊デッキにて、
世界的に有名なリル・バックをはじめ、DanceBase 
Yokohama(DaBY)のダンサーたちによるパフォーマンスや
ワークショップを実施しました。

スタジアムの形状を活かした
パフォーマンス！

芝生に寝っ転がったり
スタジアムで思い思いに過ごす

気がつくとホームベースが
撮影スポットに！



株式会社  横浜スタジアム 三菱地所株式会社

株式会社電通横浜市スポーツ協会関東学院大学三井不動産株式会社

横浜市

2022.6-2023.3　
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イ
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青木  純氏

角  揚一郎氏

桂  有生氏

エ リ ア マ ネ ジ メ ン ト 勉 強 会
講師：服部  彰治氏 ( 札幌大通りまちづくり株式会社 )

第 2 回  「エリアマネジメントの実践と賑わい形成」
講師：青木  純氏 ( 株式会社 n e s t 代表取締役 )

第 3 回  「エリアマネジメントによる賑わいと景観調整」
講師：角  揚一郎氏 ( 一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント /東急株式会社 )

ワークショップ  「関内駅周辺のエリマネ活動の方向性を考える」

第 4回  「エリマネの現状と、えきちかエリマネ活動の方向性」

第 5回  「関内の地域特性と、えきちかエリマネ活動の方向性」
講師：桂  有生氏 ( 横浜市役所  都市デザイン室 )

エ リ マ ネ の 方 向 性 を 考 え る
20 2 2 . 8 . 5 . ( f r i )

2 0 2 2 . 8 . 2 3 . ( t u e )

- 池袋グリーン大通りの事例より

-札幌大通地区の事例より

2 0 2 2 . 1 0 . 3 . ( f r i )

2 0 2 2 . 1 0 . 2 7 . ( t h u )

服部  彰治氏

第 1回  「エリアマネジメント組織と活動」

2 0 2 3 . 2 . 2 ( t h u )

2 0 2 3 . 3 . 2 4 . ( f r i )

これから関内エリアを

継続的に盛り上げるには

どうしていくと良いのか・・
他都市では
どのような事例があるのか・・

　今年度は関内駅周辺地区の賑わいを継続的に創出するとともに、官民が連携して

公共空間を活用していくにあたり、エリアマネジメントの知見をそろえ、今後の

方向性を共有するための勉強会やワークショップを実施しました。

　講師からは基本的なエリアマネジメントの考え方や継続した賑わいづくり、

広告収入についてなど他都市の事例をご紹介いただき、質疑応答などを通して、

知見を深めました。

　勉強会・ワークショップ・実施した社会実験の成果報告会や振り返りを踏まえて、

それぞれの地区の特性に応じた方向性を定めていく必要があることから、エリア

マネジメントのビジョンの重要性が挙げられました。
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横浜市  公共空間の活性化について

これまでの取り組みは
こちらから

AP R I L .  2 0 2 3

か ん な い 、 い か な い ？ v o l . 2

-社会実験「みっけるみなぶん２」

-社会実験「大通り公園に、よりみちしよう。」

-関内えきちか広場活用イベント　

- K A N - K A N  S Q U A R E  P R O J E C T 2 0 2 2

- 関内えきちか未来 P J  エリアマネジメント勉強会

関内えきちか未来プロジェクトとは・・

関内駅周辺エリアにおいて、新たに創出される公共空間や既存の公共
空間も含めて、このエリアに関わる方々が思い描く「これからの関内
駅前のパブリックスペースの”使い方 ”」を実践しながら、より良い都市
空間を創出するための議論をしていくプロジェクトです。

かんない、いかない？ v o l . 2
〈編集・イラスト〉オンデザイン  © Haruka Nakamura 
〈写真〉「大通り公園に、よりみちしよう。」「みっけるみなぶん2」「ハマウェル」
「BA L L P A R K F A N T A S I A  -昼の部」  © Koj i  Tsuchiya 
「大通り公園に、よりみちしよう」 (絵どうろう・旧市庁舎仮囲いアート )  © Hiroshi Teshima
「B A L L P A R K  F A N T A S I A  -夜の部」  写真提供：株式会社ディー・エヌ・エー
「関東学院大学イルミネーション」写真提供：関東学院大学     
「ヨコハマモルックフェスティバル2 0 2 3」写真提供：公益財団法人横浜市スポーツ協会
「KANN A I  P L A Y  P A R K」写真提供：三菱地所株式会社
「dance for future street -DaBYまちを踊る」©Yul ia Skogoreva　写真提供：Dance Base Yokohama

主催　横浜市都市整備局都心再生課
企画・運営受託者 オンデザイン
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